
 

 

平成２７年９月３０日 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 

自然科学研究科星野准教授・小林教授が携わった 

「白川・緑の区間」が 2015 年度グッドデザイン賞を受賞 

 

自然科学研究科星野裕司准教授・景観デザイン研究室及び小林教授・空間

情報デザイン研究室が携わった、熊本県熊本市の「白川・緑の区間」が2015

年度グッドデザイン賞を受賞しました。本年10月30日（金）から11月4日（水）

の期間に東京ミッドタウンで開催される、最新のグッドデザイン全件が集ま

る受賞展「グッドデザインエキシビション2015（G展）」会場で、本年度受賞

デザインとして紹介されます。 

（http://www.g-mark.org/meeting） 

 白川・緑の区間は、阿蘇を水源とし有明海に注ぐ白川が熊本市中心市街地

を流れる区間の河川改修事業です。この緑量豊かな河川景観は、「森の都く

まもと」を代表するものとして市民に愛されて来ましたが、一方で洪水の危

険性が高く、ここで水があふれると熊本の中心部が水浸しになるような状況

でした。20年以上をかけて多くの市民と合意形成を行い、15mほど川幅を拡げ

たり、薄く低い堤防を築くことによって、洪水の危険性を大きく減少させる

整備を行いました。また同時に、多くの樹木を残したり移植したりすること

による緑の保全や丁寧な石積みによる歴史的景観の継承、親水性豊かな水辺

の創出など、貴重な自然を街中で堪能できる河川公園に生まれ変わりました。 

 時間をかけて市民との合意形成が行われ、その歴史的な変遷自体が河川空

間の風景を形作っている点などが評価されました。 

 

※グッドデザイン賞とは 

グッドデザイン賞は、1957 年創設のグッドデザイン商品選

定制度を発端とする、日本唯一の総合的なデザイン評価・

推奨の運動です。これまで 59 年にわたり、デザインを通

じて日本の産業や生活文化を向上させる運動として展開され、のべ受賞件数は 40,000 件

以上にのぼります。今日では国内外の多くの企業や団体などが参加する世界的なデザイン

賞で、グッドデザイン賞受賞のシンボルである「G マーク」は、すぐれたデザインを示す

シンボルとして広く親しまれています。 

http://www.g-mark.org/ 

国立大学法人熊本大学 

【お問い合わせ先】 

熊本大学大学院自然科学研究科  担当：星野裕司 

電話：096-342-3602  e-mail：hoshino@gpo.kumamoto-u.ac.jp 



 
□受賞対象名：白川・緑の区間 

□概要：阿蘇を水源とし有明海に注ぐ白川が熊本市中心市街地を流れる区間の河川

改修事業です。この緑量豊かな河川景観は、「森の都くまもと」を代表するものと

して市民に愛されて来ましたが、一方で洪水の危険性が高く、ここで水があふれる

と熊本の中心部が水浸しになるような状況でした。20 年以上をかけて多くの市民

と合意形成を行い、15m ほど川幅を拡げたり、薄く低い堤防を築くことによって、

洪水の危険性を大きく減少させる整備を行いました。また同時に、多くの樹木を残

したり移植したりすることによる緑の保全や丁寧な石積みによる歴史的景観の継

承、親水性豊かな水辺の創出など、貴重な自然を街中で堪能できる河川公園に生ま

れ変わりました。 

□プロデューサー：国土交通省 

□ディレクター：熊本大学 教授 小林一郎＋熊本記念植物採集会 今江正知＋日

本造園修景協会 岩永恭三＋西日本科学技術研究所 福留脩文＋公園財団 蓑茂

寿太郎＋白川市街部景観・利活用検討会 

□デザイナー：熊本大学 准教授 星野裕司／研究員 増山晃太／熊本大学景観デ

ザイン研究室＋熊本県造園建設業協会＋西日本科学技術研究所＋オリエンタルコ

ンサルタンツ＋建設技術研究所 

□グッドデザイン賞審査委員による評価コメント：時間をかけて市民との合意形成

が行われ、その歴史的な変遷自体が河川空間の風景を形作っている点などが評価さ

れました。 

□グッドデザイン賞ウェブサイトでの紹介ページ

http://www.g-mark.org/award/describe/43003 

 


